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論文内容の要旨




interstitial atom と転位との相互作用に着目して，窒素含有量の異なる 2 種類のオーステナイト系
ステンレス鏑 (Fe-19Cr-l0Ni 合金)と，酸素含有量の異なる 2 種類のチタンに対し， interstitial atom 
量の増加とともに，より顕著なflow stress の anomalyが，明らかに観測されることを見いだした。
オーステナイト系ステンレス鋼について，磁気変態，マノレテンサイト変態について，調べた結果，こ
れらの温度域にて，いずれもpar am agnetic より antiferromagneticに変態するが，その変態温度は，
anomalyの出現する温度とは一致しない。
一方，加工誘起マ jレテンサイトは， interstitial atom量の増えるに従がい，観測されなし、。さらに，
これらの変態を伴なわないチタンにおいても， interstitial atom 量の多くなる程より高温側に顕著な
anomalyが観測されることから，これらの現象は，転位の運動に対して， barrierとして働く interstitial
atom が，温度の低下とともに，転位の運動に対する drag forceの減少に起因する乙とと結論付けられ
。
た
一方， Ni, Cr, Co, Moを含むFe 基合金，および， Af , V, Mo, Zrを含むTi基合金の熱伝導度の温度依
存性について調べた結果， 300 -. 4.2 K の温度範囲に亘って，合金元素量の増加とともに，熱伝導度が
減少する乙とが観測されたが，この現象は， matrix element と solute atom との聞の価電子数差を考
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た。また熱伝導度の低温における挙動については 得られた実験結果をrnatrix elernent とsolute a tornの
性質の差から理解できるものとした。
これらの研究遂行にあたって，堀内君は独創的な発想で，上記の特性を測定する装置を完成し，その
測定法を確立した。
以上，堀内君の論文は低温材料に関する基礎研究の発展に資すると乙ろ大であり，理学博士の学位論
文として十分の価値あるものと認める口
60 
